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研究要旨 

 地域生活を送る強度行動障害を有する知的障害・発達障害児者は増加しているが、行

動上の課題やコミュニケーションの困難さのために、歯科治療を含む一般身体医療をス

ムーズに受けられない現状がある。そのため、精神科的治療および歯科治療を含む一般

身体医療を提供する医療従事者に対して、強度行動障害の特性を踏まえた理解を深める

とともに、地域の実情に即した医療と福祉の連携構築を促進する必要がある。

令和 5 年度厚生労働省障害者総合福祉推進事業において「強度行動障害を有する者の

歯科を含む一般身体科医療受診に関する調査」が医師・歯科医師、当事者家族、福祉関

係者のそれぞれに対して実施された。医師・歯科医師を対象としたアンケート調査の結

果、強度行動障害を有する当事者が、一般身体医療受診ニードを有していながら、外来

受診や入院医療に困難を抱えている実態が明らかになった。強度行動障害を有する当事

者は、歯科への受診自体が困難であることが多く、重症化してからの受診となる場合も

少なくない。その場合、緊急性が高い処置が必要であることが多いため、身体抑制法や

全身麻酔等の薬物的行動調整を選択せざるを得ないこともある。 

本研修プログラムでは、上記の調査での現状や課題をまとめ、実際に歯科診療で行っ

ている発達障害支援と有効な手法に関して歯科における歯科診療特別対応加算（診療報

酬）と併せて説明を行った。 

A. 研究目的

令和 5 年度厚生労働省障害者総合福祉推

進事業において「強度行動障害を有する者

の歯科を含む一般身体科医療受診に関する

調査」１）が医師・歯科医師、当事者家族、

福祉関係者のそれぞれに対して実施された。 

「強度行動障害といわれる状態にある当

事者の歯科を含む一般身体医療受診に関す

る調査」（医師歯科医師対象）として、強

度行動障害を有する当事者の診療経験、そ

のなかで苦慮した点、有効であった工夫な

どに関する情報を得ることを目的とするア

ンケート調査を実施したところ、回答者は

130 名であり、そのうち歯科医師が最多で

あった。対象疾患は、脳神経内科/外科、

眼科、歯科口腔外科、耳鼻咽喉科、消化器

内科、呼吸器内科、皮膚科、整形外科、腎

臓内科、泌尿器科、乳腺外科、産婦人科、

循環器内科、心臓血管外科、内分泌内科、

総合内科、また、急性期から慢性期治療、

高度医療まで、強度行動障害を有する当事

者が一般身体医療ニーズを有していること

が明らかになった。しかしながらその反面、

多動、安静保持の困難、奇声・大声、暴

言・暴力、器物破損、異食、医療機材に触

る、指示が伝わらない、採血や検査を実施

できない、待てないなどの多様な困難に直

面にし、その結果、強度行動障害を有する

当事者が、一般身体医療受診ニードを有し

ていながら、外来受診や入院医療に困難を

抱えている実態が明らかになった。 

強度行動障害を有する知的障害・発達障
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害児者は、歯科への受診自体が困難である

ことが多く、重症化してからの受診となる

場合が多い。その場合、緊急性が高い処置

が必要であることが多いため、身体抑制法

や全身麻酔等の薬物的行動調整を選択せざ

るを得ないことも少なくない。 

継続的な口腔健康管理を行うためには、

定期的な受診が必要になる。そのため、強

度行動障害を有する当事者の特性を理解し、

個人個人に適した合理的配慮やプレパレー

ション（医療を受け入れるための準備）が

必要不可欠である。 

本研修プログラムでは、歯科医師も含め

たアンケート調査での現状・課題を知ると

ともに歯科診療で行っている発達障害支援

の実際と有効な手法（プレパレーションや

Tell-Show-Do 法など）を歯科診療特別対

応加算（診療報酬）と併せて説明する。 

 

B．研究方法  

本研修プログラムの構成は、 

１．「強度行動障害といわれる状態にある

当事者の歯科を含む一般身体医療受診に関

する調査」（医師歯科医師対象）結果につ

いて 

２．歯科診療特別対応加算（診療報酬）に

ついて 

３．歯科診療で行っている発達障害支援の

実際と手法について 

となっている。 

 また、本研修プログラムでは、実際に患

者様に対してプレパレーションを行ってい

る写真や動画を使用して説明を行っている。 

倫理面への配慮として、症例については、

ご家族に書面で同意を得た上で氏名、生年

月日等の個人情報は削除し、本研修を通じ

て個人が特定される可能性がないように配

慮を行った。 

 

C．研究結果（研修プログラム内容） 

１．「強度行動障害といわれる状態にある

当事者の歯科を含む一般身体医療受診に関

する調査」（医師歯科医師対象）結果につ

いて 

本調査は、強度行動障害を有する当事者

の診療経験、その中でも苦慮した点や有効

だった工夫などの情報を得ることを目的と

しており、医師・歯科医師 130 名より回答

を得た。 

主として診療している診療科は、歯科医

が 86.9%と圧倒的に多く、精神科 5.4%、小

児科 4.6％、内科 1.5％、耳鼻科、眼科が

0.8％であり、歯科医師の回答が最多であ

った。なお、本調査は、外来診療と入院診

療について行われが今回は外来診療につい

ての結果について紹介する。 

 

（１）「外来診療で苦慮した点」について 

・多動（88.9％） 

・奇声・大声（78.7％） 

・暴言・暴力（58.3％） 

・器物破損（39.8％） 

・異食（20.4％） 

・医療機材に触る（53.7％） 

・指示が伝わらない（83.3％） 

・採血や検査を実施できない（40.7％） 

・待てない（58.3％） 

・代諾者から治療への同意を得ることに苦

労した（13％） 

・他部署に人員の応援を要請しなければな

らなかった（23.1％） 

【その他】 

・治療に満足しない 

・歯科治療中にかみつかれた 

・診療予約が体調によりたびたび変更にな

る 

・処置後の自傷・他害 

などの意見があった。 

治療前、治療中、治療後の各々の場面で

苦慮する場面が多く見られている。 

 

（２）「外来治療に役立った取り組み」に

ついて 

・事前に当事者についての情報を得ていた

こと（71.6％） 

・外来診察に家族が同伴したこと（84.4％） 
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・外来診察に支援者が同伴したこと

（58.7％）

・外来診療時に当事者が落ち着くための持

ち物を持参させたこと（54.1％）

・外来診療前に別室や落ち着く場所で待機

させたこと（43.1％）

・医療処置について写真などを用いて事前

に説明したこと（50.5％）

・タイマーなどを用いて見通しがつくよう

にしたこと（40.4％）

・手順書やスケジュールを用いたこと

（45％）

【その他】

・複数回のプレパレーション

・数を数える

・待ち時間をなくす

・診察室に限らない車中などでの診察

・泣く患者と重ならないようにする

・治療薬を服薬させて来院させる

・麻酔

・本人の様子を写真に撮って説明した

などの取り組みがあげられた。

各診療科で様々な配慮がなされているこ

とがわかる。 

（３）「強度行動障害児・者の外来治療や

入院治療の受け入れを拡大していくうえで、

何が必要か（自由記述）」について 

※回答多数のため、一部記載とした。

・病院内のスタッフへの講習会実施が必要

・認知向上をはかるようディスカッション

などを学会でとりあげる

・医療と福祉と家族の連携

・人手と時間を確保するための財源ならび

に、連携や配慮に対して診療報酬上の手当

・配慮や安全確保のためのガイドライン

・都道府県、市町村で受け入れ可能な二次

医療機関の拡充

・強度行動障害児・者の受け入れのための

研修会の拡充（医師だけではなく、コメデ

ィカルも含む）

・福祉が提唱する標準的な支援を医療でも

共有する

・医療から福祉・教育が求める診療情報フ

ォーマットを作成・提供する

・地域での実践的な支援者ネットワーク作

り

・各レベルの研修（基礎研修とより専門的

な実践研修、事例やグループワークを含め

たフォローアップ研修）

・医学教育に強度行動障害医療の単元を取

り入れる（学生に対する教育）

・診療報酬への更なる反映

・医療従事者の確保と金銭面を含めた行政

のバックアップ

・心構えと忍耐力

などの意見があった。

２．歯科診療特別対応加算 2）（診療報酬）

について 

（１）歯科診療特別対応加算１

著しく歯科診療が困難な者に対して歯科

診療を行った場合に初・再診料に加算する。 

（２）歯科診療特別対応加算２

著しく歯科診療が困難な者に対して当該

患者が歯科治療環境に円滑に適応できるよ

うな技法を用いて歯科診療を行った場合ま

たは個室もしくは陰圧室において診療を行

う必要性が特に高い患者に対して個室もし

くは陰圧室において歯科診療を行った場合

に初・再診料に加算する。 

（３）歯科診療特別対応加算３

感染症法第６条第７項に規定する新型イ

ンフルエンザ等感染症、同条第８項に規定

する指定感染症または同条第９項に規定す

る新感染症の患者に対して感染対策を実施

した上で歯科診療を行った場合に初・再診

料に加算する。

その他、診療時間の加算、処置等の加算が

ある。

（１）（２）における「著しく歯科診療が

困難な者」について 

イ.脳性麻痺等で身体の不随意運動や緊張

が強く体幹の安定が得られない状態
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ロ.知的発達障害等により開口保持ができ

ない状態や治療の目的が理解できず治療に 

協力が得られない状態ハ.重症の呼吸器疾

患等で頻繁に治療の中断が必要な状態 

ニ.日常生活に支障を来すような症状・行

動や意志疎通の困難さが頻繁に見られ 歯

科診療に際して家族等の援助を必要とする

状態 

ホ.人工呼吸器を使用している状態又は気

管切開等を行っており歯科治療に際して管

理が必要な状態 

へ.強度行動障害の状態であって、日常生

活に支障を来すような症状・行動が頻繁に

見られ、歯科治療に協力が得られない状態 

ト.次に掲げる感染症に罹患しており、標

準予防策に加えて、空気感染対策、飛沫感

染対策、接触感染対策など当該感染症の感

染経路等の性質に応じて必要な感染対策を

講じた上で歯科診療を行う必要があるもの 

と定義されている。 

 

（２）における「歯科治療環境に円滑に適

応できるような技法」について 

※参考：日本障害者歯科学会（表記一部改

変） 

行動変容技法の応用 

➀系統的脱感作法 

・Tell-Show-Do 法 

・モデリング法 

②オペラント条件付け法 

療育や心理療法技法の応用 

➀構造化（TEACCH®） 

②遊戯療法 

③ボイスコントロール法 

以上のような手法を、患者の能力や反応に

併せて単独あるいは組み合わせて応用する

とされている。 

 

３．歯科診療で行っている発達障害支援の

実際と手法３）について 

（１）強度行動障害を有する当時への支援

を行う際に必要だと考えられる以下の項目

について説明を行った。 

・当事者に関する情報収集 

・環境設定のための合理的配慮 

・過去に行われた歯科適応に関する研究結

果 5)～14） 

 

（２）支援のための行動療法（手技を含む）

について 

行動療法 

➀不安軽減法 

・リラクセーション 

・レスポンデント条件付け 

・エクスポージャー（曝露法） 

②行動形成法 

・オペラント条件付け 

トークンエコノミー 

タイムアウト 

レスポンスコスト 

シェイピング 

・応用行動分析 

③学習観察 

・モデリング 

④手技 

・BIMアプローチ 

・視覚支援、構造化 

・Tell-Show-Do（TSD法） 

・カウント法 

・ボイスコントロール 

について、実際にプレパレーションを行っ

ている写真や動画を使用して説明を行った。 

 

D．考察 

令和 5 年度厚生労働省障害者総合福祉推

進事業「強度行動障害を有する者の歯科を

含む一般身体科医療受診に関する調査」に

おいて「強度行動障害児・者の外来治療や

入院治療の受け入れを拡大していくうえで、

何が必要か（自由記述）」のアンケート結

果をまとめると、 

・診療報酬（加算など） 

・人員の確保（マンパワー不足） 

・受け入れ機関の拡充 

・医療制度、環境の設備 

・行政のバックアップ 
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・研修会等の拡充

・多職種連携

・大学教育

・ガイドラインやマニュアルの作成

といった問題点が抽出されると考えられる。

歯科では障害者歯科が専門領域として存

在し、歯科診療特別対応加算のような診療

報酬が設定されている。しかしながら、こ

のような現状ではあるものの対応できる医

療機関の数は決して多くない。その他の一

般身体科においても、強度行動障害の特性

理解や診療報酬等のインセンティブが不足

しているのが実状ではないかと考えられる。 

そのため、強度行動障害を有する知的・

発達障害児者の特性や「標準的な支援」に

関する理解を医療従事者が深めていくため

の研修会等の拡充は必要不可欠であると考

えられる。 

 さらに、健康状態を維持していくために

は、一般身体科での定期受診は必要であり、

定期受診を円滑に行うためのプレパレーシ

ョンは重要であると考えられる。しかし、

現在それらに該当する診療報酬上のインセ

ンティブはない。また、プレパレーション

を行う際の環境設定や設備、人員の確保に

ついても十分ではなく実施困難となる場合

も存在する可能性があるため、診療報酬や

医療制度についての検討が必要であると考

えられる

これらの問題点を解決していくことが歯

科治療を含む一般身体医療をスムーズに受

けることが可能になる体制作りへと繋がっ

ていくと考えられる。本研修プログラムが

問題点解決の一助となることを期待する。 

E．結論 

歯科診療における支援ニードと合理的配

慮（基礎編）について、研修プログラムの

作成を行った。 

研修内容としては、歯科医師も含めたアン

ケート調査での現状・課題を知るとともに

歯科診療で行っている発達障害支援の実際

と有効な手法（プレパレーションや Tell-

Show-Do 法など）を歯科診療特別対応加算

（診療報酬）と併せて説明を行った。 

F．健康危険情報 

本研究に関係する健康危険情報はない。 

G．研究発表 

1.論文発表

なし 

2.学会発表

なし 

H．知的財産権の出願・登録状況 

なし 
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ぢࠊࢀࡽṑ⛉἞⒪࡟༠ຊࡀᚓ࠸࡞ࢀࡽ≧ែ

ࢺ ḟ࡟ᥖࡿࡆឤᰁ⑕࡟⨯ᝈࠊࡾ࠾࡚ࡋᶆ‽ண㜵⟇࡟ຍࠊ࡚࠼✵Ẽឤᰁᑐ⟇ࠊ㣕ἓឤ

ᰁᑐ⟇ࠊ᥋ゐឤᰁᑐ⟇࡝࡞ᙜヱឤᰁ⑕ࡢឤᰁ⤒㊰➼ࡢᛶ㉁࡟ᛂ࡚ࡌᚲせ࡞ឤᰁᑐ

ࡢࡶࡿ࠶ࡀᚲせ࠺⾜ࢆṑ⛉デ⒪࡛ୖࡓࡌㅮࢆ⟇

ͤ㟷Ꮠࡣ௧࿴㸴ᖺ㸴᭶ᨵᐃ᫬࡟㏣ຍࡓࢀࡉ㡯┠
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௨ୖ࡞࠺ࡼࡢᡭἲࠊࢆᝈ⪅ࡢ⬟ຊࡸ཯ᛂ࡚ࡏే࡟༢⊂࡚ࡏࢃྜࡳ⤌ࡣ࠸ࡿ࠶ᛂ⏝ࡿࡍ

ṑ⛉἞⒪⎔ቃ࡟෇࡟⁥㐺ᛂ࡛࡞࠺ࡼࡿࡁᢏἲ
㸦ཧ⪃㸸᪥ᮏ㞀ᐖ⪅ṑ⛉Ꮫ఍㸧୍ͤ㒊ᨵኚ

㸯㸬⾜ືኚᐜᢏἲࡢᛂ⏝

⣔⤫ⓗ⬺ឤసἲ߇

࣭Tell-Show-Doἲ

ἲࢢࣥࣜࢹ࣭ࣔ

ղ࢜࣌ࣛࣥࢺ᮲௳௜ࡅἲ

㸰㸬⒪⫱ࡸᚰ⌮⒪ἲᢏἲࡢᛂ⏝

ᵓ㐀໬㸦TEACCH®㸧߇ ղ㐟ᡙ⒪ἲ ճ࣮࣎ࣝࣟࢺࣥࢥࢫ࢖ἲ

⾜ື⒪ἲ
㸦ࣥࣙࢩ࣮ࣞࣃࣞࣉ㸧

≀⌮ⓗ࡞యື࣮ࣝࣟࢺࣥࢥἲ
㸦㌟యᢚไἲ㸧

⸆≀ⓗ⾜ືㄪᩚ

ษ㏕ᛶ࣭㠀௦᭰ᛶ୍࣭᫬ᛶ

๓ᢞ⸆㸦㙠㟼ἲ㸧ࠊ྾ධ㙠㟼ἲࠊ㟼⬦ෆ㙠㟼ἲࠊ῝㙠㟼ἲ/㟼⬦㯞㓉ࠊ඲㌟㯞㓉
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⥭ᛴᛶࡢ㧗࠸ሙྜࡣ࡟…

࠙ษ㏕ᛶ࣭㠀௦᭰ᛶ୍࣭᫬ᛶࠚ

ࠋࡿ࡞࡜ᚲせ୙ྍḞࡀ

་⒪ࡢ࡬

ᑟධ

ࡣ࡟ࡵࡓࡢࡑࠊࡾ࠶㔜せ࡛ࡀ

ྜ⌮ⓗ㓄៖
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㈓㔠㸸㸩10

㈓㔠㸸㸫㸳

㈓㔠㸸㸩㸳

◚⥢

⾜ື⒪ἲ
㸦ࣥࣙࢩ࣮ࣞࣃࣞࣉ㸧

἞⒪

἞⒪

㸫㸳

ᚰࡢ㈓㔠⌮ㄽ

᝟ሗ཰㞟㸦་⒪㠃᥋㸧

࣭
࣭ᛶ᱁㸦ዲࠊ࠸᎘ࡁឤ᝟⾲ฟࡢ௙᪉࡝࡞㸧

࣭Ⓨ㐩࣭▱⬟᳨ᰝࡢ⤖ᯝࠊㄆ▱࣭ឤぬ㞀ᐖࡢ⛬ᗘ

࣭ᐙ᪘ᵓᡂࠊᐙᗞ⎔ቃ

࣭ẕᏊᡭᖒࠊ⒪⫱ᡭᖒࡢ᝟ሗ

࣭⒪⫱Ṕࡸ⒪⫱ࡢ௓ධ᫬ᮇ

࣭ಖㆤ⪅ࡣࡓࡲᨭ᥼⪅ࡢ࡜㛵ಀᛶࠊ౫Ꮡᗘ

࣭᪥ᖖ⏕ά㸦ᐙࠊᏛᰯࠊእฟඛࡢ࡛࡝࡞≧ែ㸧

࣭ၥ㢟⾜ືࡢ✀㢮ࡢࡁ࡜ࡓࡌ⏕ࡀࢀࡑ࡜ᑐᛂ

࣭ᢞ⸆ࡢ᭷↓

࣭ṑ⛉἞⒪⤒㦂㸦㐣ཤࡢ⤒㦂㸧

࣭ṑ⛉௨እ࡛ࡢ་⒪ᶵ㛵࡛ࡢ཯ᛂࠊᑐᛂ㸦ண㜵᥋✀࡝࡞㸧

࡝࡞

ෆᐜࡿࡍྲྀ⫈
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ṑ⛉ࡿࡅ࠾࡟⎔ቃࢆసྜࡿ⌮ⓗ㓄៖ࡣ࡜

ಖㆤ⪅ࡸᨭ᥼⪅ࡢࢇࡉࡃࡓࡣ᝟ሗࢆᦠ࡚࠼ᡃ࡟ࠎఏࠋࡿࢀࡃ࡚࠼
ࠋࡿࡌឤ࡜࠿࠸࡞ࡣ࡛ࡢ࠸ࡁ኱ࡃ࡞ࡶࡘ࡚࡜ࡶ୙Ᏻࠊ཯㠃ࡢࡑ࡚ࡋࡑ

࣭኱࠸ࡁኌࢆฟ࠺ࡲࡋ࡚ࡋ

࣭㉮ࡾᅇࡢࡑ࡚ࡗ㎶ࢆࡢࡶࡢᢞࡾࡓࡆቯ࠺ࡲࡋ࡚ࡋࡾࡓࡋ

࣭ே࠺ࡲࡋ࡚࠸ࡓࡓࢆ

ᑐ㇟ࡿ࡞࡜᪉ࢆື⾜ࡢほᐹࠊࡾࡓࡋ≉ᛶࢆ⌮ゎࡋ⎔ቃ࡙ࡓࡋࢆࡾࡃ
᝟ሗࡢࡃከ࡟ࡽࡉ࡛࡜ࡇ࠺⾜ࢆⓗ㓄៖⌮ྜࡢ࡬⪅ᨭ᥼ࡸᐙ᪘ࡈࠊࡾ
ࠋࡿ࠸࡚࠼⪄࡜ࡿ࠼ࡽࡶ࡚࠼ఏࢆ

эಶᐊࢆ⏝ពࡿࡍ

э᭱ึࡽ࠿ᢞࠊ࠺ࡑࡆቯࡣ≀࡞࠺ࡑࡍࡸࡋ∦௜ࠋࡃ࠾࡚ࡅ

э㸦ࡽ࡞ࢇ࡞㸧1ᅇẀࡢࡑ࡜ࡿࡳ࡚ࢀࡽே࠸࡞ࢀࡋࡶ࠿ࡿ࠿ࢃࡀ࡜ࡇࡢ

㸩 ་⛉࡛ࡢᢚไ⤒㦂ࡢࡶ࠸࡞ࡢ

࣭ึデ᫬ࡢ⾜ື ͤ㸴㸧

ᛶ⬟ྍࡿࢀࡽࢀධࡅཷࢆࢢࣥࢩࢵ࣏ࣜ࡜ෆデᰝ⭍ཱྀࡾࡼ࡟ࢢࣥࢽ࣮ࣞࢺ࣭

࣭ᒁᡤ㯞㓉ୗࡢṑ⛉἞⒪࡟㐺ᛂ⾜ືࡿࢀ࡜ࡀ ͤ㸷㸧

⮬㛢࣒ࣛࢺࢡ࣌ࢫ⑕ඣࡢṑ⛉㐺ᛂ࡟㛵ࡿࡍ◊✲

デ⒪ᐊ࡟ධࡿ 㸯ṓ10.5࠿᭶㹼

デ⒪ྎ࡟ᐷࡿ
ཱྀ⭍ෆデᰝࡅཷࢆධࡿࢀ

㸱ṓ㹼

ゝㄒ⌮ゎ ͤ㸵㸧 㸰ṓ7.5࠿᭶㹼 㸩ᖖྠ⾜ືࡢࡶ࠸࡞ࡢ

ゝㄒ⌮ゎ࣭ᇶᮏⓗ⩦័ ͤ㸶㸧 㸱ṓ㸰࠿᭶㹼

ᑐே㛵ಀ 㸱ṓ㸴࠿᭶㹼

ᇶᮏⓗ⩦័ 㸱ṓ㸰࠿᭶㹼

⛣ື㐠ື 㸲ṓ㸴࠿᭶㹼

ᡭࡢ㐠ື 㸲ṓ㸴࠿᭶㹼

Ⓨㄒ 㸰ṓ10.5࠿᭶㹼

ゝㄒ⌮ゎ 㸲ṓ㸴࠿᭶㹼 ͤ㸸ᩥ⊩␒ྕ
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▱ⓗ㞀ᐖඣࡢṑ⛉㐺ᛂ࡟㛵ࡿࡍ◊✲

ࡿࡁ㐩࡛฿࡟༠ຊ≧ែࡾࡼ࡟ࢢࣥࢽ࣮ࣞࢺ࣭ ͤ㸯㸮㸧

࣭ᚐᡭᢚไࡣࡃࡋࡶᢚไ࡛ࡋ࡞἞⒪ࢆヨྍࡀ࡜ࡇࡿࡳ⬟

⏝᭷ࡀἲࢺ࣭ࣥ࢘࢝ ͤ㸯㸱㸧

࣭ṑ⛉デ⒪࡟ᑐࡿࡍ㐺ᛂᛶࡢண せᅉ ͤ㸯㸲㸧

ᇶᮏⓗ⩦័ 㸲ṓ㸴࠿᭶㹼

Ⓨㄒ࣭ゝㄒ⌮ゎ ͤ㸯㸯㸧 㸰ṓ㹼ࡑࡼ࠾࠾

ᇶᮏⓗ⩦័ ͤ㸯㸰㸧 㸱ṓ㹼

ᡭࡢ㐠ື 㸰ṓ7.5࠿᭶㹼

ᇶᮏⓗ⩦័ 㸰ṓ10.5࠿᭶㹼

ᑐே㛵ಀ 㸱ṓ㸰࠿᭶㹼

ᇶᮏⓗ⩦័ 㸱ṓ㸯㸮࠿᭶㹼

⛣ື㐠ື࣭ᡭࡢ㐠ື 㸱ṓ㸴࠿᭶㹼

Ⓨㄒ 㸰ṓ4.5࠿᭶㹼

ゝㄒ⌮ゎ 㸰ṓ7.5࠿᭶㹼
ͤ㸸ᩥ⊩␒ྕ

୙Ᏻ㍍ῶἲ

ࣥࣙࢩ࣮ࢭࢡࣛࣜࠐ

ࡅ᮲௳௜ࢺࣥࢹ࣏ࣥࢫࣞࠐ

࣭⣔⤫ⓗ⬺ឤస

ࢢࣥ࢕ࢹࢵࣛࣇ࣭

⾜ືᙧᡂἲ

ࡅ᮲௳௜ࢺࣥࣛ࣌࢜ࠐ

ᛂ⏝⾜ືศᯒࠐ

࣮࣑ࣀࢥ࢚ࣥࢡ࣮ࢺ࣭

ࢺ࢘࢔࣒࢖ࢱ࣭

ࢺࢫࢥࢫ࣏ࣥࢫ࣭ࣞ

ࢢࣥࣆ࢖࢙ࢩ࣭

Ꮫ⩦ほᐹ ࢢࣥࣜࢹࣔࠐ

ᡭᢏ

ࢳ࣮ࣟࣉ࢔BIMࠐ

ᵓ㐀໬ࠊどぬᨭ᥼ࠐ

Tell-Show-Do㸦TSDἲ㸧ࠐ

ἲࢺࣥ࢘࢝ࠐ

࣮ࣝࣟࢺࣥࢥࢫ࢖࣎ࠐ

㸦᭚㟢ἲ㸧࣮ࣕࢪ࣮࣏ࢫࢡ࢚ࠐ

⾜ື⒪ἲ
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BIM㸦Brush into the mouth㸧ࢳ࣮ࣟࣉ࢔

ཱྀ⭍ෆࢆΎᤲࡀࡢࡿࡍ┠ⓗ࡛ࠊࡃ࡞ࡣ᪥ᖖⓗ࡟ぢ័ࠊࡿ࠸࡚ࢀ
ࡍᑐ࡟ṑ⛉἞⒪ࠊ࡛࡜ࡇࡿࡍ⏝౑ࢆࢩࣛࣈṑࡿ࠸࡚ࢀ࡞ࡾࡸ
᪉ἲࡿࡍ࡜ⓗ┠ࢆ࡜ࡇࡿࡆࡽ࿴ࢆᜍᛧᚰࡸ୙Ᏻࡸᙇ⥭ࡿ

ᡭᢏ

ቃタᐃ⎔ࡢデ⒪ᐊෆࠐ
ex㸧
࣭ὀᑕჾࡸඛ➃ࡀᑤࡓࡗჾලࢆぢ࠸࡞࠿⨨࡟ࢁࡇ࡜ࡿ࠼
࠺⾜࡟ᐇ☜ࢆ᪋㘄ࡢ➼❆࣭
࣭୙ᚲせ࠸࡞࠿⨨ࢆ≀࡟㸦◚ቯࡸᢞࡓࡗ࠸࡜ࡿࡆ⾜Ⅽࡢ࡬ᑐฎ㸧

࡝࡞

♧ᥦ࣮ࣝࣗࢪࢣࢫࡿࡼ࡟≀ලయࡸࢻ࣮࢝⤮ࠐ

どぬᨭ᥼࣭ᵓ㐀໬
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Tell-Show-Do㸦TSD㸧

㸦Tell㸧࡚ࠖࡋヰࠕࡃࡍࡸࡋゎ⌮ࢆ࡜ࡇ࠺⾜ࡽ࠿ࢀࡇ
ḟ࡛࠸౑⏝ࡿࡍჾᮦࡸ౑⏝᪉ἲࠕࢆ࡝࡞ぢ࡚ࡏ㸦Show㸧ࠖ
᭱ᚋ࡟ㄝ᫂ࢆ࡜ࡇࡢࡾ࠾࡜ࡓࡋᐇ㝿ࠕ࡟ヨࡿࡳ㸦Do㸧ࠖ᪉ἲ

⬟ືⓗTell-Show-Do䠄TSD䠅
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ἲࢺࣥ࢘࢝

ࡾࡼ࡟᫬㛫ⓗᵓ㐀໬ࠊ࡛࡜ࡇ࠺⾜ࢆ⨨ฎࡽࡀ࡞࠼ᩘࢆᩘ
⤊஢ࡢぢ㏻ࠊ࡛࡜ࡇࡘࡓࡀࡋฎ⨨ࡅཷࢆධࡿࡍࡃࡍࡸࢀ᪉ἲ

ࢢࣥࣜࢹࣔ

ᮃࢆື⾜࠸ࡋࡲほᐹ࡚ࡗࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍᏛ⩦ࠊࡋ᪂࡞ࡓ
᪉ἲࡿࢀࢃ⾜ࡀኚ໬ࡢ▱ㄆࠊಟṇࡢື⾜ࡸ⩦Ꮫࡢື⾜

ࢺࣥ࢖࣏ࡢࣥࣙࢩ࣮ࣞࣃࣞࣉ

䙵䝟䝍䞊䞁໬

䐠䝽䞁䝇䝔䝑䝥䜰䝑䝥䛾ᇶ‽

䐡䛷䛝䜛㝈䜚ᣄྰ⾜ື䛜㉳䛣䜙䛺䛔䜘䛖䛻䛩䜛

䐢䝥䝺䝟䝺䞊䝅䝵䞁䛜㐍䜎䛺䛔ሙྜ䛾෌᳨ウ䛾ᇶ‽

࣭ぢ㏻ࠊ࡚❧ࢆࡋᏳᚰឤࢆ୚ࡿ࠼

࣭㸯ேࡀ⪅⾡ࡢ⥅⥆ⓗ࠺⾜࡟

࣭㸯ᅇࡁࡘ࡟㸯࠺⾜ࢆࣥࣙࢩ࣮ࣞࣃࣞࣉࡢࡘ

࣭⾡⪅ഃࡢḧࢆฟ࠸࡞ࡉ

ࡃ⨨ࢆ㔜Ⅼ࡟ࢫ࣮࣌ࡢ⪅㇟ᑐࠊࡃ࡞ࡣணᐃ࡛ࡢ⪅⾡࣭

ࡿࡍ࡟஢⤊࡛ࢁࡇ࡜ࡓࡁ࡛ࡃࡲ࠺࣭

࣭㸱ᅇࠊ࠸⾜ࢆࣥࣙࢩ࣮ࣞࣃࣞࣉ඙ࡀࡋㄆ࠸࡞ࢀࡽࡵሙྜࠊࡣ
᪉ἲࡢ෌᳨ウ࠺⾜ࢆ
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ࠖ࡜ࡇࡿࡍ࡜࠺ࡑぢ㏻ࠕࠖ࡜ࡇࡘᚅࠕ
ࡉ㔜せࡢ

ᨭ᥼⪅㸦⾡⪅㸧ࡀᑐ㇟⪅ࠊࢆື⾜ࡢ

ձศᯒ㸦ホ౯㸧

ղண 

ճᑐᛂ

մ෌ศᯒ㸦෌ホ౯㸧

ࡿࡳヨࡋ㏉ࡾ⧞ࠊࡋ㏉ࡾ⧞

ᨭ᥼⪅㸦⾡⪅㸧ࡢࡑࠕࡀᚋࠖࡢぢ㏻ࡤࢀࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿ࡚ࡓࢆࡋ⌮᝿ⓗ

ᐇ㊶౛
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Ϩ㸬ᑐ㇟⪅᝟ሗ

࣭Ặ ྡ㸸A ࢇࡉ

࣭ᖺ㱋 㸸14ṓ2࠿᭶㸦ᙜ᫬㸧

ϩ㸬་Ꮫ᝟ሗ

࣭デ᩿ྡ㸸 ⮬㛢࣒ࣛࢺࢡ࣌ࢫ⑕࣭▱ⓗ㞀ᐖ

ͤᙉᗘ⾜ື㞀ᐖ࢔ࢥࢫ

࣭13ṓ1࠿᭶᫬㸸22Ⅼ

࣭14ṓ7࠿᭶᫬㸸38Ⅼ

࣭15ṓ7࠿᭶᫬㸸40Ⅼ

ࠚࡿ࡞࡜㇟ᑐࡢ⟭ᙉᗘ⾜ື㞀ᐖඣᨭ᥼ຍࢆ20Ⅼ௨ୖࠊࡋ࡜ᙉᗘ⾜ື㞀ᐖࢆ10Ⅼ௨ୖࠕ࠙

Ϫ㸬ࢺ࣓ࣥࢫࢭ࢔᝟ሗ

▱⬟ᣦᩘ(IQ) 19

<8ṓ5࠿᭶᫬>

<10ṓ7࠿᭶᫬>

Ⓨ㐩ᖺ㱋 2ṓ1࠿᭶

<11ṓ7࠿᭶᫬>

䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁 1ṓ3䛛᭶௨ୗ䠄17䛛᭶௨ୗ䠅

㐠ື 2ṓ2䛛᭶䠄26䛛᭶䠅
Ⓨ㐩ᖺ㱋
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䛚ᝎ䜏

䞉▷᫬㛫䛧䛛ṑ☻䛝䛷䛝䛺䛔

䞉䛧䛳䛛䜚ཱྀ䛾୰䜢デ䛶䜒䜙䛳䛯䛣䛸䛜䛺䛔
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ᙉᗘ⾜ື㞀ᐖඣ࣭⪅ࡢእ᮶἞⒪ࡸධ㝔἞⒪ࡅཷࡢධࢆࢀᣑ኱ࠊ࡛࠼࠺ࡃ࠸࡚ࡋ
ఱࡀᚲせ࠿

ࡿࡍඹ᭷ࡶ་⒪࡛ࢆᨭ᥼࡞ᶆ‽ⓗࡿࡍᥦၐࡀ♴⚟࣭

࣭་⒪ࡽ࠿⚟♴࣭ᩍ⫱ࡀồࡿࡵデ⒪᝟ሗࢆࢺࢵ࣐࣮࢛ࣇసᡂ࣭ᥦ౪ࡿࡍ

ࡓࡵྵࢆࢡ࣮࣡ࣉ࣮ࣝࢢࡸ஦౛ࠊᐇ㊶◊ಟ࡞ᑓ㛛ⓗࡾࡼ࡜ಟ㸦ᇶ♏◊ಟ◊ࡢࣝ࣋ࣞྛ࣭

ಟ㸧◊ࣉࢵ࢔࣮࢛ࣟࣇ

࣭ᙉᗘ⾜ື㞀ᐖඣ࣭⪅ࡅཷࡢධࡢࡵࡓࡢࢀ◊ಟ఍ࡢᣑ඘㸦་ᖌ࢕ࢹ࣓ࢥࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡅࡔ

㸧ࡴྵࡶࣝ࢝

࣭་Ꮫᩍ⫱࡟ᙉᗘ⾜ື㞀ᐖ་⒪ࡢ༢ඖࡾྲྀࢆධࡿࢀ㸦Ꮫ⏕࡟ᑐࡿࡍᩍ⫱㸧

࣭㒔㐨ᗓ┴ࠊᕷ⏫ᮧࡅཷ࡛ࡢධ࡞⬟ྍࢀ஧ḟ་⒪ᶵ㛵ࡢᣑ඘

࣭ㄆ▱ྥୖࢆ࡝࡞ࣥࣙࢩࢵ࢝ࢫ࢕ࢹ࠺ࡼࡿ࠿ࡣࢆᏛ఍࡛ࡿࡆ࠶ࡾ࡜

࣭་⒪࡜♴⚟࡜ᐙ᪘ࡢ㐃ᦠ

࣭་⒪ᚑ஦⪅ࡢ☜ಖ࡜デ⒪ሗ㓘ࡓࡵྵࢆ⾜ᨻࣉࢵ࢔ࢡࢵࣂࡢ

࣭ᚰᵓ࡜࠼ᚸ⪏ຊ

࣭㓄៖ࡸᏳ඲☜ಖࣥ࢖ࣛࢻ࢖࢞ࡢࡵࡓࡢ
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࣭デ⒪ሗ㓘㸦ຍ⟬࡝࡞㸧

࣭ேဨࡢ☜ಖ㸦࣐࣮ࣥ࣡ࣃ୙㊊㸧

ᣑ඘ࡢᶵ㛵ࢀධࡅཷ࣭

࣭་⒪ไᗘࠊ⎔ቃᩚࡢഛ

࣭⾜ᨻࣉࢵ࢔ࢡࢵࣂࡢ

࣭◊ಟ఍➼ࡢᣑ඘

࣭ከ⫋✀㐃ᦠ

࣭኱Ꮫᩍ⫱

సᡂࡢࣝ࢔ࣗࢽ࣐ࡸࣥ࢖ࣛࢻ࢖࣭࢞

࡝࡞

ࡵ࡜ࡲ

ᩥ⊩

䠍䠅௧࿴5ᖺᗘཌ⏕ປാ┬㞀ᐖ⪅⥲ྜ⚟♴᥎㐍஦ᴗ ᣦᐃ␒ྕ17
䛂ᙉᗘ⾜ື㞀ᐖ䜢᭷䛩䜛⪅䛾୍⯡་⒪ཷデ䛻㛵䛩䜛ᐇែㄪᰝ䛃ሗ࿌᭩䠖
https://www.ncnp.go.jp/nimh/chiteki/pdf/kyoudoshogai.pdf

㸵㸧㕥ᮌ㤶ಖ฼,ᑠ➟ཎṇ,ቑ⏣⿱ḟ㸸ึデ᫬ཱྀ࡟⭍ෆデᰝ࡛ᣄྰࡓࡋ♧ࢆ⮬㛢࣌ࢫ
㐺ᛂせᅉ㸬ࡢࢩࣛࣈࢢࣥࢩࢵ࣏ࣜ࡜ෆデᰝ⭍ཱྀࡿࡼ࡟ࢢࣥࢽ࣮ࣞࢺࡢ࡬⪅⑕࣒ࣛࢺࢡ
㞀ᐖ⪅ṑ⛉Ꮫ㞧ㄅ 2023㸹44:131-142.

㸶㸧㕥ᮌ㤶ಖ฼,ᑠ➟ཎṇ,ቑ⏣⿱ḟ㸸⮬㛢࣒ࣛࢺࢡ࣌ࢫ⑕⪅ཱྀࡿࡅ࠾࡟⭍ෆデᰝ࡜
ṑ㠃◊☻.㞀ᐖ⪅ṑ⛉Ꮫ㞧ㄅࡿࡼ࡟ࢩࣛࣈࢢࣥࢩࢵ࣏ࣜ 2023㸹44㸦3㸧:223-233.

䠏䠅඲⛉ᐇ౛䛻䜘䜛 ♫఍ಖ㝤ṑ⛉デ⒪䞊௧࿴6ᖺ∧䞊䠊་ṑ⸆ฟ∧ᰴᘧ఍♫䠈ᮾி䠈2024.

䠎䠅㞀ᐖ⪅ṑ⛉デ⒪䛻䛚䛡䜛⾜ືㄪᩚ䜺䜲䝗䝷䜲䞁 2024䠖
https://www.jsdh.jp/media-download/478/8dcd69294ec67b54/

㸳㸧Ώ㎶㐩ኵ㸸▱ⓗ㞀ᐖ⪅ࡢࡵࡓࡢṑ⛉デ⒪㸬ᯇᮏṑ⛉኱Ꮫฟ∧఍㸪㛗㔝㸪2007.

㸲㸧᪥ᮏ㞀ᐖ⪅ṑ⛉Ꮫ఍㸸࣮ࣜࢺࢫ࢕ࢸࣥࢹࢬ࣮ࢽࣝࣕࢩ࣌ࢫ 㞀ᐖ⪅ṑ⛉ ➨2∧㸬
་ṑ⸆ฟ∧ᰴᘧ఍♫㸪ᮾி㸪2017㸬

㸴㸧㕥ᮌ㤶ಖ฼,ᑠ➟ཎṇ,ᐩ⏣⨾✑Ꮚ,௚㸸⮬㛢࣒ࣛࢺࢡ࣌ࢫ⑕⪅ึࡿࡅ࠾࡟デ᫬ࡢ
㐺ᛂせᅉ㸬㞀ᐖ⪅ṑ⛉Ꮫ㞧ㄅ 2022㸹43:193-201.
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